
固定資産台帳を活用した未利用資産の売却（大分県竹田市）

○ 保有している財産を有効に活用するため、固定資産台帳システムにおいて売却可能資産一覧を管理し、売却・貸付が可
能な資産について、市の広報誌やホームページで公募。

事例概要

取組内容

○ 固定資産台帳の情報を活用することで、市の保有する未利用財産の状況が一覧的に把握できることから、効率的に売却
対象となる物件を選定可能。

○ これまで、公募により、個人や民間事業者等に売却・貸付を実施（令和元年度：５件売却）。

効果等

○ 固定資産台帳システムにおいて、売却可
能資産について管理（売却可能フラグを設
定）するとともに、一覧を抽出の上、同シス
テムに登録された各施設の状態などを参考
にしながら、売却・貸付資産を決定。

○ 対象資産の売却・貸付に当たっては、市
の広報誌やホームページにおいて公募を
実施。

○ 加えて、売却可能資産及び老朽化の進ん
だ資産の有効活用をさらに推進するため、
令和２年度に、対象施設をツアー形式で巡
るサウンディング調査（民間事業者から広く
アイデアや意見を聴取）を実施。ツアーには
約20名が参加。当該意見も踏まえ、引き続
き、活用方策を検討していく予定。

公募イメージ

売却可能資産一覧（抜粋）

＜広報誌掲載例＞ ＜ホームページ掲載例＞


